
＜参考資料＞                                             

1. 就学相談とは 

障害のある児童・生徒や病気にかかった児童・生徒の就学（学校に入って学童生徒となること。 

広慈辞苑より）に関する相談を行うことをいいます。また、児童・生徒の障害の状態や発達の状況

等に応じて、適切な教育を受けられるように転学の相談を行うことも含みます。 

2. 就学相談の一般的な流れ 

 

保護者  

就学相談の申込み 

                      

 

 

教育相談室（就学相談員） 

就学相談の実施 

生育歴、障害の状態、保護者の意向等について面接を実施 

 

                      

 

特別支援学校・学級等 

学校・学級の見学又は体験入級 

 

 

 

就学支援委員会 

行動観察、診察、判断 

 

 

 

 市教育委員会 

判断結果保護者へ報告 

就学先決定・又は継続相談 

保護者の理解と納得の上で就学先の

決定を行ないます。 

 都立特別支援学校に決まった場合

は、引き続き「東京都特別支援教育推

進室」が相談を実施します。 

 

 

 

電話により相談日の予約 

 教育相談室（０４２－５９０－１４７０） 

 武蔵村山市学園 4-5-1 市民総合センター3階  

就学支援ファイルの作成 

・就学相談票（保護者記入） 

・面接票（相談員記入） 

・児童・生徒実態把握票（保育士・担任等） 

・医師の診察記録 （医師）    

・心理検査（市の委嘱を受けた「心理士」が実施） 

医学、心理学、教育学の専門家で構成され

る就学支援委員会において、適切な就学につ

いて意見を交換し、判断を出します。 

 

 

 

 

見学については教育相談室を介して設定す

る場合と、直接保護者が見学の要望を学校に

行う場合があります。 

 

 

 

 


